
特定非営利活動法人 ITコーディネータ協会 

ITコーディネータはIT経営を実現するプロフェッショナルです 

ＩＴＣのイノベーション実践力向上を目指して 
～ ＩＴＣＡの取り組みについて ～ 

2013年7月11日 

ＩＴ経営研究所 



取り組みの概要 

イノベーションに関わるＩＴＣ育成の基本的な考え方と、施策の進め方を示す。 
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取り組みの背景 

（１）ＩＴＣＡが取り組む理由 
① 中小企業においても、ＩＴが企業の業務プロセスの改善・改革に留まらず、市場、顧

客などに影響を及ぼすイノベーション事例が数多く報告されてきている。このイノベー
ションを起こすには、課題解決型ではなく、価値創造型の新たなスタイルで取り組む必
要がある。 

②産構審次世代高度ＩＴ人材報告により、ＩＴＣおよびＩＴＣＡへの期待が標榜されており、
この取り組みに積極的に乗り出す必要があると考えた。 

（２）ＩＴＣにとっての意義 
・産構審次世代高度ＩＴ人材報告では、「自らがイノベーションを起こす」ことの能力を求
めている。 

・イノベーションを起こす人材を育成・輩出するということは、ＩＴＣの本来の役割である
業務支援（準委任）型とともに、自らがプロデュースするという新たな役割を提起してい
くことになる。 
→  独立系ＩＴＣにとっては、中小企業経営者からのさらなる信頼を得て、ビジネス領域
の拡大につながることが期待される。 

→ 企業内ＩＴＣであれば、ＩＴ経営の推進において自らがその推進者であったことから、

役割的には変わらないが、新たな付加価値をつけることで、企業への貢献チャンス
が増えることが期待される。 
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取り組みの基本的な考え方 

（１）取り組みの目的 
企業を取り巻く環境が激変し、ＩＴ融合の時代となり、個人および組織のイノベーション
能力が強く求められているため、ＩＴＣのイノベーションに関わる実践力を高める。 
 

（２）取り組みの狙い 
・産構審次世代高度ＩＴ人材報告でのＩＴＣ、ＩＴＣＡへの期待に応える。 
・ＩＴＣの実践力に付加価値をつける。（新しい支援サービス、所属企業への貢献） 
・ＩＴＣが支援する中小企業や、所属する企業から評価される。 
・新しい分野の研修コンテンツ提供への期待に応える。 
 

（３）取り組みのための２０１３年度施策 
・育成のためのガイドライン（ＧＬ）の開発と啓発（一般への公開、１２月末目標） 
・育成のための研修講座の開発と研修実施（８月より順次研修開始） 

→ イノベーション能力を強化・育成するためには、イノベーションを起こすための考え方 （基本
姿勢）や行動（プロセス）を学ぶことが、重要である。 

→ ガイドライン開発に当たっては、これまで、イノベーションを起こすためのガイドラインが世の
中にないので、ＩＴＣに限らず活用できるものにする。 

・「融合ＩＴ人材育成連絡会」をＩＰＡと共に呼び掛け、業界横断での取り組みに参加する。 
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 イノベーションの定義と範囲 

ＩＴＣＡとしてのイノベーションの定義と、ガイドラインに記載する対象範囲
を明確化する。 
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イノベーションの定義 

（１）イノベーションの定義 
   ＩＴＣＡが考えるイノベーションとは、「社会実態や環境の変化を洞察し、多様な分野
とＩＴを融合させ、新しい概念や技術・プロセスを生み出し、市場・事業・サービス・組織
等を創出することにより、社会や顧客に新しい価値を提供すること」と定義した。 

（２）イノベーションとＩＴ 
   イノベーションを広義に捉えると対象領域が無限に広がり収拾が困難となる。 
   このため、ＩＴ融合、ＩＴ利活用という観点を外さない定義にした。 

（３）イノベーション人財の定義 
   従って、イノベーション人財を、 「イノベーション（社会実態や環境の変化を洞察し、

多様な分野とＩＴを融合させ、新しい概念や技術・プロセスを生み出し、市場・事業・
サービス・組織等を創出することにより、社会や顧客に新しい価値の提供すること）を
主体的に担いうる人財である」と定義した。  
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ＩＴＣＡなりの、定義を試みている。 
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イノベーション経営プロセスガイドラインの開発 

■イノベーションの類型 
・さまざまな類型があることを示すが、ガイドライン上は、 
 ０ベースからのビジネス創造は含めない。 

■基本形と応用形 
・まず基本形＝企業規模に依存しないもの、を作る。 
 ⇒ ＩＴＣＡでは、中小企業向けを外さないようにする。 
 ⇒ 大企業では社内ベンチャーなどを対象にする。 
・応用系をいくつか作る中では、プロセスの型、 
 異業種連携によるベンチャー、規模の大小などを考慮する。 

■対象 
・イノベーションの対象は、個人・チーム、企業、社会の３階層で捉える。 
・ガイドライン上は、社会・制度のイノベーションの方法には触れない。 
・立場（役割）は、個人、チーム（管理者）、経営者の３階層で捉える。 
・イノベーションに必要となる考え方・視点を「基本姿勢」として示す。 

経営
者 

チーム 

個人 
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社会 

企業 

チーム 

個人 

・個人・組織がイノベーションによる経営を実現する時に、どのようにすればよいかの基
本姿勢とプロセスを示す「イノベーション経営プロセスガイドライン（仮称）」が必要と考
え、新ガイドラインとして開発を行っている。 

・１２月末には、一般にも公開する計画である。 



記述対象とするイノベーションの類型 

■プロダクト・イノベーション 

■プロセス・イノベーション 

■ビジネスモデル・イノベーション 

新
規
Ｇ
Ｌ
の
重
点
対
象 

既存のＰＧＬ
で対応可能 

新規に作成 

業務分
析 

プロセス設計 

プロセス 
改革 

デザイン思考など 

製品戦
略 

プロダクト設計 

製品開
発 

デザイン思考など 
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価値発
見 

ビジネス設計（サービス設計） 
事業化 

（事業創
造） 

デザイン思考など 

イシ（意思） 

■イシ・イノベーション（イシ系：意識改革イノベーション） 

価値発
見 

組織文化・風土設計 

意識改
革 

意識知、人の尊厳 

イシ（意思） 

既
存
Ｐ
Ｇ
Ｌ
の
改
定
対
象 

・ビジネス・イノベーションには、大きく４つの類型があるが、新ガイドラインでは、ビジネ
スモデル・イノベーションと、イシ・イノベーションを中心に記述する。 

（ＰＧＬ： ＩＴＣプロセスガイドライン） 



ＩＴ経営との関係 

8 Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2013 

・現行のＩＴＣプロセスガイドラインはＩＴ経営実現のためのガイドラインであり、イノベー
ションに関して言及しきれていない点や、イノベーションプロセスと違いもある。  

・イノベーション経営は、ＩＴ経営の一つの進め方であるが、考え方ややり方に大きな違
いがあり、その点を新ガイドラインの中で明らかにする。 

ＩＴＣプロセスガイドライン イノベーション経営 
プロセスガイドライン（仮称） 

① ＩＴ経営 

② 経営資源の活用 

③ 経営目標、経営戦略との整合 

④ 問題発見、課題解決型 

⑤ 成熟度対応、リスクマネジメント 

⑥ プロセス改善・改革 

⑦ 手順、手続き的 

⑧ 組織改革 

⑨ ファシリテーター型 

⑩ 基本原則はＩＴ経営の「判断基準」 

① ＩＴ融合、イノベーション経営 

② 異業種とのコラボレーション 

③ 社会価値・企業価値の創造 

④ 価値発見型 

⑤ リスクテイク 

⑥ ビジネスモデル改革、事業創造、アントレプレナ 

⑦ トライアル＆エラー、非連続的 

⑧ 個人・チーム、経営者、組織の意識改革 

⑨ 自らがイノベーションを起こす 

⑩ 基本原則ではなく「基本姿勢」 

「ＩＴＣプロセスガイドライン」で謳われていること 
イノベーション経営の基本姿勢を示す 



イノベーション経営プロセスモデルの策定 

・下図（Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ．）で示す、イノベーションを実現するための組織の価値創造プロセ
スを「イノベーション経営プロセス」としてモデル化を行ない、ＩＴＣだけでなく世の中で活
用できる方法論として公開する。 詳細は、新ガイドラインに記載される。 

価値発見 

価値設計 

価値実証 

価値実現 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
勢
と
方
向
性
の
認
識 

イノベーション経営の認識とプロデュース 

継
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
認
識 

Ⅲ．イノベーション環境・体質構築プロセス 

Ⅰ．イノベーション認識プロセス 

Ⅱ．イノベーション実現プロセス 

経営者のリーダーシップ 

イノベーティブ人財の育成・活用 

コミュニケーションと知の経営 

柔軟なイノベーティブ組織環境の確立 

価値創出プロセス 
イノベーションの定義、
類型、対象範囲を明確
にし 

基本原則（または基本
姿勢）とプロセスを示す 

Ⅰ．経営者 
Ⅱ．個人・チーム 
Ⅲ．組織 
のレイアで 

ガイドラインの記述 
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 人財育成の対象と育成方法 

人材育成を通じて、組織のイノベーションが起こせるＩＴＣを輩出する。 

10 Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2013 



育成の対象 

組織 

個人 
・チーム 

■育成の対象については、個人・チームと組織の、２つの視点からとらえていく。 

■また、自らイノベーションを実現できるだけでなく、実現を見極める人材、評価・コメン
トできる人材、ファシリテーター等の育成も対象とする。 （ＩＴＣには特に求められる 
■経営者は、イノベーションを起こせる組織環境を作らなくてはいけない。 
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「支援者／経営者・・・・・」 「起こす人」 「広げる人」 

「アイデアキラー、破壊者、足を引っ張る人、無視する人・・・・・」 

「育成者・・・・・」 

「イノベーティﾌﾞ・リーダー」 

「ファシリテーター」 
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育成の対象者 

■育成の対象者は、以下の範囲としている。 
■イノベーションに関わる能力は、マネジメント能力に比べ、持って生まれた資質より、 
 後天的に身につくものであるという、統計的な事実に基づき検討している。 
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極めて低い 極めて高い 能力（コンピテンシ） 

イノベー
ションを起
こす気の
ない人 

尖ったイノ
ベーション
能力を備え
た人 

磨けば延びる 
可能性を持つ人 

人数 

育成の対象者（範囲） 



研修と実践的学習の場の提供 
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価値発見 
価値設計 

（サービス設計） 
価値実証 
（事業創造） 

応
用 

基
礎 

Ｅ．価値発見 
実践 

（Learning by 
Doing） 

Ｈ．価値設計実践
（ケース研修） 

Ｉ.価値実証実践 
（ケース研修） 

Ｂ．価値発
見手法 

Ａ．イノベーションの基礎（ｅーラーニング） 

Ｃ．ＩＴ経営コース（既存ＩＴＣコースと連携） 

Ｇ．価値実証実践 
（ケース研修） 

Ｆ．価値設計実践
（ケース研修） 

Ｉ
Ｔ
化
（情
報
処
理
技
術
者
） 

Ｉ
Ｔ
経
営
（Ｉ
Ｔ
Ｃ
） 

Ｉ
Ｔ
融
合
（融
合
Ｉ
Ｔ
人
材
） 

知識の幅 

レファレン
ス 

（前提知識） 

基礎知
識 

実
践
知
の
内
容 

知
識
の
内
容 

Ｊ．経営者の役割・組織改革事例 
（セミナー） 

大企業 

中小企
業 

共通 

イノベーション経営ＧＬ、実践力体系 

Ｄ．イノベーションの事業化基礎（一気通貫の研修） 

■ＩＴＣＡでは、下図のような各研修の体系化案を試行し、受講生に各講座の位置づけ
が理解できるように努める。（体系案は実践を通じ見直し） 

■ＩＴＣＡや地域コミュニティにおいて、中小企業経営者、自治体などとの連携を図り、
多様な人材が交流する中で、地域ごとに実践的学習の場が作れるようにする。 

実
践
的
学
習
の
場 
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ＩＴコーディネータはＩＴ経営を実現する 
プロフェッショナルです 


